
令和７年度　自己点検　総合分析表

重点目標 3.60
保育計画 3.47
職員の業務 3.58
保育の実施 3.55
研修 3.44
地域 3.49
保護者 3.17

「重点目標」についての検証結果及び改善策
・会議において反省や検討を行っているが、共通理解出来ていない部分があり、職員間で目標に向かっての意識の差を感じる。
・細かい反省や引継ぎを保育にしっかり活かし、共通理解や共通認識を高めていけるようにする。

「保育計画」についての検証結果及び改善策
・ハンドブックやマニュアルを毎年作成し、計画的に保育を進めることが出来るが、
 日々の保育に追われて十分に活用出来ていないクラスもある。ハンドブックの読み込みや活用が必要。
・環境構成の大切さを理解し、準備や工夫をしっかりして保育を進めていく必要がある。

「職員の業務」についての検証結果及び改善策
・色々な担当が決まっているが、取り掛かりが遅くなる職員がいる。横のつながり、協力体制を整える。
・細かい業務について把握していない職員もいるため、丁寧な研修や説明を心掛ける。
・ハンドブックやマニュアルをもとに行っているが、周知出来ていない面があるので、日々活用していくことを呼びかける。

「施設・設備」についての検証結果及び改善策
・毎月の安全点検をしっかり行い、事故を未然に防いでいる。
・職員の休憩表など見える化したり、何でも書面等で示すようにし、確認印を押すようにしている。

「研修」についての検証結果及び改善策
・部内、園外の研修に積極的に参加し、園内で伝達研修をしっかり行う。
・教育研究を保育に活かせるように研究内容をまとめて、研究に参加していない職員も目を通せるようにしている。

「地域」についての検証結果及び改善策
・オープン保育の利用者が増えている。
・子育て支援センターの利用者が減少している。ホームページやインスタグラム等でイベント等の情報を発信し、
 地域の親子がたくさん利用してくれるような働きかけが必要。
・子育て支援センターを利用する保護者にリフレッシュする場を提供したり、子育て相談が出来るような

　　　　　　　施設を目指していく必要がある。
・法人内の老人施設でお年寄りと触れ合う機会があって良い。地域の方との触れ合いも出来るような
  園外外出、行事を考えていく。
・近隣の幼稚園や小学校等との交流の機会があり、同年齢や異年齢の触れ合いが出来ている。

「保護者」についての検証結果及び改善策
・保護者の要望も様々であり、自己中心的なケースも増えている。
  保護者の声に耳を傾けつつ、子どものことを第一に考えて保護者対応を行い、社会的なルールを伝える。
・降園時の安全（駐車場）をお便りや掲示物で呼びかけている。ルールを守れない家庭もあり、他の保護者からの通報も
　あり、繰り返し安全について呼びかけていく。
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